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(57)【要約】
【課題】コーティング材を塗布する対象物の硬度に応じてオルガノシロキサンオリゴマー
に対するシラン化合物の配合割合を選定することにより、対象物の硬度に対応した硬度の
硬化層を形成できるようにしたコーティング材を提供する。
【解決手段】オルガノシロキサンオリゴマーとシラン化合物とを混合して対象物に塗布す
ることにより硬化層を形成して対象物を保護するコーティング剤であって、オルガノシロ
キサンオリゴマー１００重量部に対してシラン化合物を１～２８重量部の範囲で添加する
ことにより硬化層の鉛筆硬度が９Ｈ～Ｆの範囲で変化することに基づき、対象物の鉛筆硬
度と同等以上の鉛筆硬度の硬化層が形成されるようオルガノシロキサンオリゴマー１００
重量部に対するシラン化合物の添加割合を選定して添加する。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オルガノシロキサンオリゴマーとシラン化合物とを混合して対象物に塗布することによ
り硬化層を形成して対象物を保護するコーティング材であって、オルガノシロキサンオリ
ゴマー１００重量部に対してシラン化合物を１～２８重量部の範囲で添加することにより
硬化層の鉛筆硬度が９Ｈ～Ｆの範囲で変化することに基づき、対象物の鉛筆硬度と同等以
上の鉛筆硬度の硬化層が形成されるよう前記オルガノシロキサンオリゴマー１００重量部
に対するシラン化合物の添加割合を選定して添加することを特徴とするコーティング材。
【請求項２】
　基材上の塗装からなる対象物に塗布する場合におけるオルガノシロキサンオリゴマー１
００重量部に対するシラン化合物の添加割合は１～２０重量部、好ましくは３～１６重量
部の添加量であり、このときの硬化層の鉛筆硬度は９Ｈ～４Ｈ、好ましくは８．５Ｈ～５
Ｈである請求項１に記載のコーティング材。
【請求項３】
　基材表面である対象物に直接塗布する場合におけるオルガノシロキサンオリゴマー１０
０重量部に対するシラン化合物の添加は、硬化層の鉛筆硬度が基材表面の鉛筆硬度と同等
以上で且つ硬化層に割れが生じる鉛筆硬度以下を示す添加割合である請求項１に記載のコ
ーティング材。
【請求項４】
　変形する基材の表面である対象物に塗布する場合におけるオルガノシロキサンオリゴマ
ー１００重量部に対するシラン化合物の添加は、硬化層の鉛筆硬度が４Ｈ以下を示す２０
重量部以上の添加割合である請求項１に記載のコーティング材。
【請求項５】
　硬化速度を調節するための触媒が添加された請求項１～４のいずれか１つに記載のコー
ティング材。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コーティング材を塗布する対象物の硬度に応じてオルガノシロキサンオリゴ
マーに対するシラン化合物の配合割合を選定することにより、対象物の硬度に対応した硬
度の硬化層を形成できるようにしたコーティング材に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から車体の塗装面上にシリコン樹脂や高分子からなるコーティング層（硬化層）を
設ける方法が提案されている。例えば、有機溶媒とシリコン樹脂とを含む二液型混合塗料
を自動車の車体に塗っては拭き取り、成分の異なる他の二液型混合塗料を塗っては拭き取
ることにより、車体上にシリコン樹脂からなるコーティング層を設ける方法が提案された
が、この方法では、二液型の混合塗料を２種類使用するため、混合作業に手間を必要とし
、しかも工程ごとに配合が異なるために連続作業には適さないという問題点があった。ま
た、混合塗料が有機溶剤を含むため、経時変化により塗料の粘度や樹脂濃度が変化し、塗
料の塗り易さや塗装の厚さが変わってしまうという問題点があった。加えて、上記の方法
で作られたコーティング層は、乾燥後に指紋が付着したり、干渉縞が生じたりすることが
あった。
【０００３】
　近年、このような問題を解決するようにした一液型のコーティング材が提案されている
（例えば特許文献１、２参照）。
【特許文献１】特開平０５－６８９４２号公報
【特許文献２】特開２００６－７７０７１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　特許文献１は、オルガノシランのシリカ分散オリゴマー溶液と、シラノール基含有ポリ
オルガノシロキサンと、触媒とを混合した反射鏡保護用のコーティング材について記載し
ており、又、特許文献２は、オルガノランオリゴマーと、触媒と、シラン化合物及びチタ
ン化合物を含んで、２５℃での粘度が５０ｍＰａ・ｓ以下である自動車塗装保護用コーテ
ィング材について記載している。
【０００５】
　しかし、特許文献１、２は、コーティング材を塗布する対象物の材質、特に対象物表面
の硬度に対応した好適な硬度の硬化層を形成できるようにした技術については何ら記載し
ておらず、従って、従来は種々の対象物の硬度に応じた硬度の硬化層を形成するための指
標となるものが存在していなかったために、種々の対象物ごとに試行錯誤して所定の硬度
の硬化層が形成されるように各成分の配合割合を調節しており、このために作業が非常に
繁雑になるという問題を有していた。
【０００６】
　即ち、対象物にコーティング材を塗布して硬化層を形成することにより対象物を長期間
に亘って保護するには、対象物の硬度に対応した硬度の硬化層が形成され、且つ硬化層に
ひび割れのような割れが生じないことが望まれる。
【０００７】
　例えば自動車、列車、飛行機等の移動車体、及びガードレール、鉄橋、その他の屋外に
設置される鉄やアルミニウム系金属、ステンレス等による金属構造物は、飛来物等の衝突
や風雨に晒されることによる過酷な条件下で使用されるため、錆等による侵食、摩耗等の
問題を防止して長期間に亘って基材を保護するために塗装を施している。このような塗装
を備えた基材の場合には、コーティング材の塗布によって形成される硬化層は、塗装面を
長期間に亘って安定して保護できる硬度に設定しておく必要がある。
【０００８】
　一方、塗装が施されていない金属、タイル、コンクリート、石材、硬度プラスチック等
からなる基材の場合には、基材表面である対象物に直接コーティング材を塗布することに
なるが、この場合には、硬化層の硬度は基材表面の硬度と同等以上であることが望まれ、
且つ硬化層の割れの問題を生じない範囲内においてできるだけ高い硬度に設定しておくこ
とが望まれる。
【０００９】
　又、薄くて変形する金属、軟らかいプラスチック、木材等のような変形する基材の場合
には、硬化層が割れたり剥離する問題が生じ易いため、基材が変形しても硬化層が割れた
り剥離しない範囲内においてできるだけ高い硬度に設定しておくことが望まれる。
【００１０】
　従来から、上記したような要求があるにも拘らず、対象物の硬度に対応できるようにし
たコーティング材が存在していなかったために、コーティング材を製造するにあたり、各
対象物の硬度ごとに試行錯誤しながら各成分の配合割合を調節することによって硬化層の
硬度を調節するという繁雑な作業が必要であった。
【００１１】
　本発明は、上記課題に鑑みてなしたもので、コーティング材を塗布する対象物の硬度に
応じてオルガノシロキサンオリゴマーに対するシラン化合物の配合割合を選定することに
より、対象物の硬度に対応した硬度の硬化層を形成できるようにしたコーティング材を提
供すること目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明は、オルガノシロキサンオリゴマーとシラン化合物とを混合して対象物に塗布す
ることにより硬化層を形成して対象物を保護するコーティング材であって、オルガノシロ
キサンオリゴマー１００重量部に対してシラン化合物を１～２８重量部の範囲で添加する
ことにより硬化層の鉛筆硬度が９Ｈ～Ｆの範囲で変化することに基づき、対象物の鉛筆硬
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度と同等以上の鉛筆硬度の硬化層が形成されるよう前記オルガノシロキサンオリゴマー１
００重量部に対するシラン化合物の添加割合を選定して添加することを特徴とするコーテ
ィング材、に係るものである。
【００１３】
　上記コーティング材において、基材上の塗装からなる対象物に塗布する場合におけるオ
ルガノシロキサンオリゴマー１００重量部に対するシラン化合物の添加割合は１～２０重
量部、好ましくは３～１６重量部の添加量であり、このときの硬化層の鉛筆硬度は９Ｈ～
４Ｈ、好ましくは８．５Ｈ～５Ｈである。
【００１４】
　又、上記コーティング材において、基材表面である対象物に直接塗布する場合における
オルガノシロキサンオリゴマー１００重量部に対するシラン化合物の添加は、硬化層の鉛
筆硬度が基材表面の鉛筆硬度と同等以上で且つ硬化層に割れが生じる鉛筆硬度以下を示す
添加割合であることが好ましい。
【００１５】
　又、上記コーティング材において、変形する基材の表面である対象物に塗布する場合に
おけるオルガノシロキサンオリゴマー１００重量部に対するシラン化合物の添加は、硬化
層の鉛筆硬度が４Ｈ以下を示す２０重量部以上の添加割合であることが好ましい。
【００１６】
　又、上記コーティング材において、硬化速度を調節するための触媒を添加することは好
ましい。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明のコーティング材によれば、オルガノシロキサンオリゴマーに対するシラン化合
物の添加割合を変化させたときの、シラン化合物の添加割合と硬化層の鉛筆硬度との関係
を求めたことにより、対象物の鉛筆硬度と同等以上の鉛筆硬度の硬化層が形成されるよう
にオルガノシロキサンオリゴマーに対するシラン化合物の添加割合を選定してコーティン
グ材を製造することができ、よって、このコーティング材を対象物に塗布することにより
、対象物の鉛筆硬度に応じた好適な鉛筆硬度の硬化層を形成することができ、しかも硬化
層の割れの問題が防止されることにより、錆等による侵食、摩耗等の問題を防止して長期
間に亘り対象物を安定に保護できるという優れた効果を奏し得る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　本発明のコーティング材は、（ａ）オルガノシロキサンオリゴマーと、（ｂ）シラン化
合物と、更に、必要に応じて硬化速度を調節するための（ｃ）触媒とを混合することによ
り製造される。
【００１９】
　上記（ａ）オルガノシロキサンオリゴマーと（ｂ）シラン化合物とからなるコーティン
グ材の反応は、下記式（１）
［化１］
２三Ｓｉ-ＯＲ＋２Ｈ２Ｏ→２三Ｓｉ-ＯＨ＋２ＲＯＨ↑→三Ｓｉ-Ｏ-Ｓｉ三＋Ｈ２Ｏ
三Ｓｉ-ＯＲ＋三Ｓｉ-ＯＨ→三Ｓｉ-Ｏ-Ｓｉ-＋ＲＯＨ↑　　　　　　　　・・・（１）
であり、空気中の水分によって反応が開始される。３次元架橋されたシロキサン骨格は大
きな結合エネルギーを有することにより高い硬度を表わす。
【００２０】
　オルガノシロキサンオリゴマーはある程度重合されたオリゴマー（低重合体）であるの
に対し、シラン化合物は、分子内に有機材料と反応結合する官能基、および無機材料と反
応結合する官能基を同時に有するモノマー（単量体）を主成分とする有機ケイ素化合物で
ある。シラン化合物は有機材料と無機材料の界面における接着性の改良に効果的であり、
基材に対する耐候性、帯電防止性、耐抗菌性、耐磨耗性の付与などの効果を有すると共に
、基材に対する浸透性を有する。



(5) JP 2009-242505 A 2009.10.22

10

20

30

40

50

【００２１】
　そして、上記シラン化合物をオルガノシロキサンオリゴマーと混合することにより、上
記シラン化合物が有する特性に加えて、増膜性、撥水性、及び酸性雨やセメントによるア
ルカリ等に対する高い耐候性を有することができる。
【００２２】
　次に、上記コーティング材を構成する各成分について説明する。
【００２３】
　（ａ）オルガノシロキサンオリゴマー
  オルガノシロキサンオリゴマーは、下記式（２）
［化２］
Ｒ１ ３ＳｉＯ(Ｒ１ ２ＳｉＯ)ｌＳｉＲ１ ３ ・・・（２）
（式中、Ｒ１ は水素原子、水酸基、ハロゲン原子、炭素数１～８の１価の有機基であっ
て、互いに同一であっても異なっていてもよい。なお、ｌは１から４０の数を表わす。）
で表されるオルガノシロキサンオリゴマーおよびその誘導体である。また、誘導体として
は、オルガノシロキサンオリゴマーの加水分解物、およびオルガノシロキサンオリゴマー
の縮合物が挙げられる。なお、このような（ａ）オルガノシロキサンオリゴマーは、１種
単独で用いても２種以上混合して用いてもよい。
【００２４】
　Ｒ１ を構成するハロゲン原子としては、フッ素、塩素などが挙げられる。
【００２５】
　Ｒ１ を構成する炭素数１～８の有機基としては、メチル基、エチル基、プロピル基な
どのアルキル基、メトキシ基やエトキシ基などのアルコキシル基、フェニル基などが挙げ
られる。
【００２６】
　また、Ｒ１ は、その一部がハロゲン原子、アミノ基、エポキシ基、カルボキシル基、
水酸基、メタクリル基、メルカプト基、フェニル基、ビニル基等の置換基によって置換さ
れていてもよく、これらの置換基の一部が上記の置換基によってさらに置換されていても
よい。
【００２７】
　これらのうち、ケイ素原子が加水分解性基および／または水酸基と結合した構造を含有
するオルガノシロキサンオリゴマー、例えば、アルコキシシランの縮合物又はクロロシラ
ンの縮合物が好ましい。このようなオルガノシロキサンオリゴマーは、本発明に係るコー
ティング材を硬化する際に、シラン化合物と共縮合して固定化することにより安定な硬化
層を得られる。
【００２８】
　なお、オルガノシロキサンオリゴマーとしては、上記の化合物を調製して使用してもよ
いし、市販されているものを使用してもよい。市販されているオルガノシロキサンオリゴ
マーとしては、例えば、信越化学工業株式会社製のＫＣ８９ＳやＫＲ４００、ＧＥ東芝シ
リコーン株式会社製のＸＣ９６－Ｂ０４４６、ＸＲ３１－Ｂ２２３０等が挙げられる。な
お、これらのオルガノシロキサンオリゴマーは、そのまま使用してもよく、加水分解して
使用してもよい。
【００２９】
　オルガノシロキサンオリゴマーはベース樹脂であるので、これの量を１００重量部であ
るとして比較の基準にする。
【００３０】
　（ｂ）シラン化合物
  シラン化合物は、下記式（３）
［化３］
Ｒ２

 ｍＳｉＲ３ ４－ｍ・・・（３）
（式中、Ｒ２は、水素原子又は炭素数１～８個の１価の有機基を表し、Ｒ３はハロゲン原
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子、水酸基又は炭素数１～８個の１価のアルコキシル基を表しており、複数個存在すると
きは、互いに同じものであっても異なるものであってもよい。なお、ｍは０～３の整数で
ある。）で表されるシラン化合物及びその誘導体である。また、誘導体としては、シラン
化合物の加水分解物、シラン化合物の縮合物が挙げられる。なお、このような（ｂ）シラ
ン化合物は、１種単独で用いても２種以上を混合して用いてもよい。
【００３１】
　Ｒ２を構成する炭素数１～８の有機基としては、メチル基、エチル基、プロピル基など
のアルキル基、ビニル基、フェニル基などが挙げられる。
【００３２】
　また、Ｒ２の一部をビニル基、エポキシ基、スチリル基、メタクリロキシ基、アクリロ
キシ基、アミノ基、ウレイド基、ハロゲン原子、メルカプト基、スルフィド基、イソシア
ネート基、カルボキシル基等の置換基によって置換してもよい。
【００３３】
　Ｒ３を構成するハロゲン原子としては、フッ素、塩素などが挙げられる。また、Ｒ３を
構成する炭素数１～８個の１価のアルコキシル基としては、メトキシ基、エトキシ基、ｎ
－プロポキシ基、ｉ－プロポキシ基等が挙げられる。
【００３４】
　このようなシラン化合物としては、具体的には、テトラメトキシシランなどのテトラア
ルコキシシラン類、メチルトリメトキシシランなどのトリアルコキシシラン類、ジメチル
ジメトキシシランなどのジアルコキシシラン類、トリメチルメトキシシランなどのモノア
ルコキシシラン類、トリクロルシランなどのクロルシラン類などが挙げられる。
【００３５】
　これらのうち、トリアルコキシシラン類、トリクロルシラン類が好ましく、なかでも、
有機系物質と化学結合する反応基及び無機系物質と化学反応する反応基の両方を備えたシ
ランカップリング剤が好ましい。これは、シランカップリング剤が硬化を促進し、架橋性
、接着性向上の効果を付与するためである。 
【００３６】
　なお、このようなシランカップリング剤としては、具体的には、ビニルトリクロルシラ
ン、３－グリシドキシプロピルトリメトキシシラン、３－グリシドキシプロピルトリエト
キシシラン、３－メタクリロキシプロピルトリエトキシシラン、３－アクリロキシプリピ
ルトリメトキシシラン、３－アミノプロピルトリメトキシシラン、ｐ－スチリルトリメト
キシシラン等を挙げることができる。
【００３７】
　シラン化合物は、上記の化合物を調製して使用してもよいし、市販されているものを使
用してもよい。市販されているシラン化合物としては、例えば、信越化学工業株式会社製
のＫＢＭ－４０３が挙げられる。なお、シラン化合物は、そのまま使用してもよく、加水
分解して使用してもよい。 
【００３８】
　ここで、上記（ａ）オルガノシロキサンオリゴマーと（ｂ）シラン化合物との混合物に
、更に、硬化速度を調節するための（ｃ）触媒を添加することができる。
【００３９】
　（ｃ）触媒
  触媒としては、酸性化合物、アルカリ性化合物、塩化合物、アミン化合物、有機金属化
合物および／またはその部分加水分解物（以下、有機金属化合物および／またはその部分
加水分解物をまとめて、「有機金属化合物類」という）が挙げられる。なお、このような
（ｃ）触媒は、１種単独で用いても２種以上を混合して用いてもよい。
【００４０】
　酸性化合物としては、たとえば、酢酸、塩酸、硫酸、リン酸などが挙げられる。
【００４１】
　アルカリ性化合物としては、たとえば、水酸化ナトリウム、水酸化カリウムなどが挙げ
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られる。
【００４２】
　塩化合物としては、ナフテン酸、オクチル酸などのアルカリ金属塩などが挙げられる。
【００４３】
　アミン化合物としては、たとえば、アミノシラン、エチレンジアミン、ヘキサメチレン
ジアミン、ジエチレントリアミン、トリエチレンテトラミン、アルキルアミン塩類、四級
アンモニウム塩類などが挙げられる。また、エポキシ樹脂の硬化剤として使用できる各種
変性アミンなども挙げられる。
【００４４】
　有機金属化合物類としては、たとえば、ジ－ｎ－ブトキシ・ビス（エチルアセトアセテ
ート）ジルコニウム、ｎ－ブトキシ・トリス（エチルアセトアセテート）ジルコニウムな
どの有機ジルコニウム化合物、ジ－ｉ－プロポキシ・ビス（エチルアセトアセテート）チ
タニウム、ジ－ｉ－プロポキシ・ビス（アセチルアセテート）チタニウムなどの有機チタ
ン化合物、ジ－ｉ－プロポキシ・アセチルアセトナトアルミニウム、ｉ－プロポキシ・ビ
ス（エチルアセトアセテート）アルミニウムなどの有機アルミニウム化合物、(Ｃ４Ｈ９)

２Ｓｎ（ＯＣＯＣ１１Ｈ２３）２ 、(Ｃ４Ｈ９)２Ｓｎ（ＳＣＨ２ＣＯＯＣ８Ｈ１７）２ 
、(Ｃ４Ｈ９)２Ｓｎ（ＳＣＨ２ＣＨ２ＣＯＯＣ８Ｈ１７）２ などの有機スズ化合物及び
これらの部分加水分解物が挙げられる。
【００４５】
　触媒は、本発明に係るコーティング材を調製する工程で配合してもよく、また、コーテ
ィング膜を形成する工程でコーティング材に配合してもよく、さらには、コーティング材
の調製工程とコーティング膜の形成工程との両方で配合してもよい。
【００４６】
　触媒は、上記の化合物を調製して使用してもよいし、市販されているものを使用しても
よい。市販されている触媒しては、テトラアルコキシチタンの重合物（部分加水分解物）
である信越化学株式会社製Ｄ－２０が挙げられる。
【００４７】
　触媒の量は、（ａ）オルガノシロキサンオリゴマー１００重量部に対して、０．１～４
０重量部、好ましくは０．５～３５重量部、さらに好ましくは１～３０重量部が好ましい
。触媒の量が上記上限を超えると、貯蔵安定性が悪くなり硬化速度がきわめて早くなるた
め、コーティング材の塗布作業が困難となる可能性がある。また、触媒の量が上記下限を
超えると、硬化速度が極めて低下し、塗り重ね時間、硬化養生時間が長くなる。また、極
端な場合には、硬化不良で本来の発現ができなくなる可能性がある。
【実施例】
【００４８】
　本発明者らは、上記（ａ）オルガノシロキサンオリゴマー１００重量部に添加する（ｂ
）シラン化合物の添加割合を種々変化させたコーティング材の試料を作製し、各コーティ
ング材の試料を基材表面に塗布して硬化させた後、硬化層の硬度を鉛筆法により計測する
試験を実施した。尚、鉛筆硬度は、塗膜測定検査機器により鉛筆法を用いて行われる引っ
かき硬度を表わし、この鉛筆硬度は塗装面の硬度を表わす際に一般的に用いられている方
法である。鉛筆硬度は、硬度が高い側から９Ｈ～Ｈ、Ｆ、ＨＢ、Ｂ～６Ｂの１７段階に定
められている。
【００４９】
　図１は、オルガノシロキサンオリゴマー１００重量部に対するシラン化合物の添加割合
を１～３０重量部の範囲で変化して作製した試料を用い、基材表面に塗布して形成した硬
化層の鉛筆硬度を測定し、その測定値を繋いで示した硬度曲線Ｘを表わしている。ここで
、コーティング材は基材表面に均一に塗布した後拭き取りを行って、塗布厚さが５μｍ以
下になるように調整した。
【００５０】
　図１に示すように、オルガノシロキサンオリゴマー１００重量部に対するシラン化合物



(8) JP 2009-242505 A 2009.10.22

10

20

30

40

50

の添加割合を略１～２０重量部まで増加させた範囲では、硬化層の鉛筆硬度は略９Ｈ～４
Ｈまで直線的に低下し、シラン化合物の添加割合を２０重量部から更に増加すると、硬化
層の鉛筆硬度は急激に低下するようになり、シラン化合物の添加割合が略２５重量部のと
きの硬化層の鉛筆硬度は略２Ｈとなり、シラン化合物の添加割合が略２８重量部のときの
硬化層の鉛筆硬度は略Ｆとなり、シラン化合物の添加割合を２８重量部より更に大きくす
ると硬化層の鉛筆硬度はＦより更に低く（柔らかく）なることが判明した。
【００５１】
　上記試験から、本発明者らは、オルガノシロキサンオリゴマー１００重量部に対してシ
ラン化合物を１～２８重量部の範囲で添加すると、硬化層の鉛筆硬度が図１の硬度曲線Ｘ
に示すように、９Ｈ～Ｆの範囲で変化することを得たので、種々の対象物にコーティング
材を塗布する当たり、対象物の硬度に対応する好適な硬度の硬化層が形成されるように、
前記硬度曲線Ｘを指標として、オルガノシロキサンオリゴマー１００重量部に対するシラ
ン化合物の添加割合を決定することができる。
【００５２】
　更に、前記図１の硬度曲線Ｘを指標にして、各種対象物の硬度に対応した良好な硬化層
が形成されるように、シラン化合物の添加割合を選定する試験を実施した。
【００５３】
　図２に示すように、自動車、列車、飛行機等の移動車体、及びガードレール、鉄橋、そ
の他の屋外に設置される鉄やアルミニウム系金属、ステンレス等の金属構造物からなる基
材１の表面には、一般に基材１の腐蝕等の侵食を防止し且つ摩耗を防止するための塗装２
が施されている。
【００５４】
　このような塗装２からなる対象物を保護するために塗装２に塗布するコーティング材は
、塗装２の硬度と同等以上の硬度の硬化層３が形成されるようにシラン化合物の添加割合
を調節する。ここで、通常、自動車に用いられている各種塗料のうち白色塗料が最も高い
硬度（鉛筆硬度４Ｈ前後）を有しているので、塗装２を保護するためのコーティング材は
、前記白色塗料の鉛筆硬度４Ｈ或いはそれ以上の鉛筆硬度の硬化層３を形成できるものが
好ましい。因みに、黒色塗料の場合の塗装の鉛筆硬度は通常２Ｈ前後である。
【００５５】
　又、硬化層３の鉛筆硬度を高めていくと、硬化層３にひび割れ等の割れが生じ易くなる
問題がある。本試験によると、硬化層３の鉛筆硬度が９Ｈ以上になるとひび割れが生じ易
くなることが判明した。
【００５６】
　従って、塗装２からなる対象物に対しては、オルガノシロキサンオリゴマー１００重量
部に対し、シラン化合物の添加割合を１～２０重量部とすると、硬化層３の鉛筆硬度は９
Ｈ～４Ｈとなって有効であり、更に、前記シラン化合物の添加割合を３～１６重量部とす
ると、硬化層３の鉛筆硬度は８．５Ｈ～５Ｈとなるため、塗装２表面に、塗装２の鉛筆硬
度より硬くしかも割れを生じない鉛筆硬度の硬化層３を形成できるので、塗装２を長期間
に亘って効果的に保護することができる。
【００５７】
　図３は、塗装が施されていない金属、タイル、コンクリート、石材、硬いプラスチック
等からなる基材１の場合を示しており、この場合は基材１の表面に直接コーティング材を
塗布して硬化層３を形成することになるが、この場合には、硬化層３が割れを生じない範
囲内でより鉛筆硬度の高い硬化層３を形成することが好ましい。
【００５８】
　具体的には、硬化層３の鉛筆硬度が基材１の鉛筆硬度と同等以上であり、しかも割れを
生じさせないために９Ｈ以下の鉛筆硬度が保持されるようにシラン化合物の添加割合を１
重量部以上で選定することができ、好ましくは、鉛筆硬度８Ｈ前後を得ることができるシ
ラン化合物の添加割合５重量部前後とすることが好ましい。
【００５９】
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　図４は、薄い金属や軟らかいプラスチックのように可撓性を有する材料や木材のように
柔らかく変形する基材１ａからなる対象物の場合を示しており、このように変形する基材
１ａの表面である対象物に塗布するコーティング材としては、基材１ａが変形することに
よって硬化層３が割れたり剥離しない範囲内でより硬度が高い硬化層３を形成することが
好ましく、具体的には、オルガノシロキサンオリゴマー１００重量部に対し、硬化層３の
鉛筆硬度が４Ｈ以下を示すようにシラン化合物を２０重量部以上添加することが好ましい
。又、このときのコーティング材の塗布厚さは５μｍ以下になるように調整することが好
ましい。
【００６０】
　このように硬化層３の鉛筆硬度が４Ｈ以下になるようにシラン化合物の添加割合を調整
したコーティング材によれば、基材１ａが変形しても、硬化層３は割れを生じたり剥離し
たりすることなく基材１ａを長期間に亘って保護することがでる。
【００６１】
　本発明によるコーティング材によれば、オルガノシロキサンオリゴマー１００重量部に
対し、シラン化合物を０．１～２８重量部の範囲で添加することにより硬化層の鉛筆硬度
を９Ｈ～Ｆの範囲で調節できる硬度曲線Ｘを得て、基材１に施された塗装２の鉛筆硬度に
対応した、或いは基材１，１ａの表面の鉛筆硬度に対応した鉛筆硬度の硬化層３を形成す
るようにしたので、硬化層３に割れを生じることなく、対象物表面を錆等の侵食、摩耗等
の問題を生じさせることなく長期間に亘って好適に保護することができる。
【００６２】
　なお、本発明は上記形態にのみ限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範
囲内において種々変更を加え得ることは勿論である。
【図面の簡単な説明】
【００６３】
【図１】オルガノシロキサンオリゴマーに対するシラン化合物の添加割合を変化させた試
料による硬化層の鉛筆硬度を測定した結果を示す硬度曲線Ｘの説明図である。
【図２】基材に形成された塗装からなる対象物に硬化層を形成した例を示す断面図である
。
【図３】基材からなる対象物に対象物に硬化層を形成した例を示す断面図である。
【図４】変形する基材からなる対象物に硬化層を形成した例を示す断面図である。
【符号の説明】
【００６４】
　　１  基材
　　１ａ        変形する基材
　　２  塗装
　　３  硬化層
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